
事 務 連 絡 
平成 25 年 4 月 12 日 

 
 
地方獣医師会会長 各位 
 

公益社団法人 日 本 獣 医 師 会 
専務理事 矢 ケ 崎 忠 夫  

 
 
家畜伝染病予防法第 13 条の 2 第 1 項の規定による届出に係る 

留意事項の改正について 
 

このことについて、平成 25 年 4 月 1 日付け事務連絡をもって、農林水

産省消費・安全局動物衛生課家畜防疫対策室長から別添のとおり通知があ

りました。貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。 
このたびの通知は、平成 23 年に改正された家畜伝染病予防法及び同

法施行規則により、農林水産大臣の指定する症状（特定症状）を呈して

いる家畜を発見した獣医師又は家畜の所有者は、遅滞なく、都道府県知

事にその旨を届け出ることとなりましたが、今般、その特定症状につい

て、一定の知見が収集されたことから、当該制度をより適切に運用する

ため、別添の新旧対照表のとおり改正したことを、各都道府県知事及び

都道府県畜産主務部長あてに通知した旨、了知の上、家畜防疫の重要性

を理解し、円滑な防疫対策の実施について適切に対応されるよう、本会

会員に協力を要請されたものです。  

本件のお問合わせ先 
公益社団法人 

日本獣医師会事業担当：笹 川 
  TEL 03－3475－1601 
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